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毎月15日は「道民交通安全の日」

No.149    公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

 

２
０
１
１
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会

　

9
月
20
日
午
後
０
時
15
分
か
ら
、
札
幌
市
内「
か
で
る

ホ
ー
ル
」に
お
い
て
、
関
係
機
関
・
団
体
か
ら
約
５
０
０
名

が
参
加
し
て
、
２
０
１
１
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
特
に
交
通
事
故
多
発
期
間
に
重
点
事
項
を

定
め
、
全
国
一
斉
に
取
組
み
、
交
通
安
全
を
広
く
呼
び
掛
け

る
運
動
で
、
今
年
は
9
月
21
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
行
わ
れ

る「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に

前
日
に
実
施
さ
れ
た
総
決
起
大
会
で
す
。

　

交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す
る
黙
祷
の
後
、
主
催
者
を
代
表

し
て
、
高
橋
は
る
み
道
知
事
、
殿
川
一
郎
道
警
本
部
長
、
南

山
英
雄
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長
か
ら『
本
年
に
つ
い

て
も
昨
年
同
様
、
全
事
故
死
者
数
の
約
半
数
を
高
齢
者
が
占

め
て
お
り
、
極
め
て
憂
慮
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
の
で
、
高
齢

者
や
自
転
車
等
の
交
通
事
故
防
止
を
主
眼
に
置
い
て
開
催

し
た
』旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
佐
藤
英
道
道
議
会
環
境
生
活
委
員
長

か
ら
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
堂
柿
栄
輔
北
海
学
園
大
学
工
学

部
社
会
環
境
工
学
科
教
授
に
よ
る「
高
齢
者
・
自
転
車
等
の

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
」と
題
し
た
基
調
講
演
を
皮
切
り

に
、
札
幌
市
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会
の
中
村
竹
子
会

長
と
札
幌
市
市
民
ま
ち
づ
く
り
局
地
域
振
興
部
区
政
課
交

通
安
全
推
進
係
の
大
門
勝
彦
係
長
か
ら
交
通
安
全
活
動
事

例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
居
眠
り
運
転
防
止
対
策
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、
更

に
道
警
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
寸
劇
を
交
え

た
演
奏
後
、
中
央
バ
ス
自
動
車
学
校
の
渡
辺
靖
裕
さ
ん
と
澤

田
留
美
子
さ
ん
が
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
・

自
転
車
・
歩
行
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
あ
る

行
動
を
実
践
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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行けるかな　渡れそうでも　待つ勇気

　
　
　

  

交
通
事
故
死
ゼ
ロ

　
　
　
　
　

６
０
０
０
日
達
成

■
西
興
部
村　

7
月
10
日
、
西
興
部
村
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成

7
年
1
月
31
日
か
ら
継
続
し
て
い
る
西
興
部
村

内
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
が
平
成
23
年
7
月
5
日

で
６
０
０
０
日
を
達
成
し
た
こ
と
を
祝
し「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
６
０
０
０
日
達
成
記
念
住
民
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西
興
部
村
に
北
海
道
知
事
感
謝
状
の
贈
呈
、

村
交
通
安
全
推
進
委
員
会
に
北
海
道
交
通
安
全

推
進
委
員
会
表
彰
状
と
興
部
警
察
署
長
表
彰
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
推
進
委
員
会
か
ら
上
興
部
西
部
町

内
会
や
西
興
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
等
8
団
体

が
表
彰
さ
れ
、
新
た
な
目
標
を
宣
言
し
、
各
世

代
の
代
表
が
決
意
表
明
し
更
な
る
交
通
安
全
を

誓
い
ま
し
た
。

西
興
部
村
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日
数
が
現
在

継
続
中
の
北
海
道
内
の
最
長
記
録
と
な
っ
て
お

り
、
過
去
に
泊
村
で
記
録
し
た
８
３
５
６
日
に

続
い
て
2
番
目
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

無
事
故
の
日

6
月
24
日
、

札
幌
駅
南
口
で

交
通
安
全
対
策

七
者
連
絡
会
議

が
主
催
で
、
6

月
25
日（
無
事

故
）の
日
に
先

立
っ
て
街
頭
啓

発
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

交
通
安
全
の

の
ぼ
り
や
横
断

幕
を
掲
出
し
、
道
行
く
人
に
啓
発
用
グ
ッ
ズ
を

配
布
し
無
事
故
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
無（
6
月
）事
故（
25
日
）と
重
ね
合

わ
せ
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
、
当

初
は
指
定
自
動
車
教
習
所
や
交
通
安
全
母
の
会

が
中
心
と
な
り
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
全
道
的
活
動
と
し
て
定
着
し
、各
地
で
様
々

な
活
動
を
し
て
無
事
故
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
交
通
遭
難
者
慰
霊
・ 

　
　
　
　
　

交
通
安
全
祈
願
式

6
月
28
日
、
滝
川
市
南
滝
の
川
東
公
園
に
お

い
て
、
北
海
道
交
通
遭
難
者
慰
霊
・
交
通
安
全

祈
願
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

黙
祷
の
後
、
道
交
通
安
全
遭
難
者
慰
霊
・
交

通
安
全
祈
願
像
護
持
協
賛
会
川
島
慎
之
輔
会
長

の
挨
拶
の
後
、
道
交
通
安
全
協
会
高
向
巖
会
長
、

道
交
通
安
全
遭
難
者
家
族
の
会
荒
木
文
一
常
務

理
事
、
滝
川
市
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会
前

田
康
吉
会
長
、
滝
川
市
議
会
水
口
典
一
議
長
か

ら
慰
霊
の
言
葉
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
が
献
花

し
、
交
通
事
故
で
遭
難
な
さ
っ
た
方
々
を
慰
霊

し
、交
通
事
故
防
止
と
交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

全
道
老
人
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　

交
通
安
全
推
進
大
会

7
月
5
日
、
苫
小
牧
市
文
化
会
館
に
お
い
て
、

全
道
各
地
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
者
、
老
人
福

祉
担
当
者
、
交
通
安
全
団
体
担
当
者
等
５
０
０

名
が
参
加
し
て
、
第
9
回
全
道
老
人
ク
ラ
ブ
交

通
安
全
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た

尊
い
命
に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
道
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
神
野
修
会
長
が「
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
の
た
め
に
、
関
係
機
関
と
の
緊
密

な
連
携
、
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
・
普
及
に
努
め
て
い
く
」と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
石
橋
秀
規
胆
振
総
合
振
興

局
長
、
尾
埜
森
己
道
警
本
部
交
通
部
統
括
参
事

官
、
岩
倉
博
文
苫
小
牧
市
長
か
ら
お
祝
い
の
挨

拶
が
あ
り
、
苫
小
牧
市
老
連
、
千
歳
市
老
連
か

ら
活
動
事
例
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
道
警
本
部
交
通
企
画
課
伊
藤
雅

彦
高
齢
者
対
策
係
長
・
鈴
木
ち
ど
り
・
吉
川
泰

代
交
通
安
全
指
導
係
の
講
演
に
続
き
苫
小
牧
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
滝
進
副
会
長
が
大
会
宣
言

を
読
み
上
げ
、
満
場
一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

赤
レ
ン
ガ
走
友
会

「
第
24
回
１
０
０
キ
ロ
駅
伝
」

7
月
24
日
6
時
30
分
、
赤
レ
ン
ガ
走
友
会
は
、

ホ
テ
ル
ニ
セ
コ
ア
ル
ペ
ン
前
を
出
発
し
て
、
羊

蹄
山
北
回
り
コ
ー

ス
を
全
員
が
交
通

安
全
ゼ
ッ
ケ
ン
を

着
用
し
、
道
庁
赤

レ
ン
ガ
庁
舎
前
ま

で
の
１
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
中
山

峠
で
の
昼
食
、
交

通
安
全
啓
発
を
は

さ
み
、
約
10
時
間

を
か
け
て
引
き
継

ぎ
、
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

赤
レ
ン
ガ
走
友
会
は
道
職
員
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
愛
好
会
で
昭
和
63
年
に
実
施
さ
れ
た
赤
レ

ン
ガ
１
０
０
年
祭
り
を
記
念
し
て
結
成
さ
れ
、

１
０
０
年
間
継
続
を
目
指
し
始
め
た
１
０
０
キ

ロ
駅
伝
も
、
今
年
は
24
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

「
眠
っ
ち
ゃ
イ
カ
ン
」
街
頭
啓
発

8
月
12
日
北
広
島
市
の
輪
厚
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
に
て
、
北
海
道
交
通
安
全
協
会
・
北
海
道

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
主
催
で
居
眠
り
運
転
の
防
止

対
策
と
し
て「
眠
っ
ち
ゃ
イ
カ
ン
」と
ネ
ー
ミ
ン

グ
し
た
眠
気
防

止
に
効
果
の
あ

る
食
品
や
お
し

ぼ
り
等
を
詰
め

た
特
製
の「
缶

詰
」を
啓
発
物

と
し
て
ド
ラ
イ

バ
ー
に
配
布
し

交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

祝
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■
小
樽
市　

8
月
12
日
、
小
樽
新
日
本
海

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
交
差
点
に
て
、
後

志
総
合
振
興
局
や
小
樽
市
等
と
合
同
で
、
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
し
て 

来
道
す
る
ラ
イ
ダ 

ー
等
を
対
象
に
旅

行
中
の
交
通
安
全

を
呼
び
掛
け
る
啓

発
を
実
施
し
ま
し

た
。三

角
旗
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を
配
布
し
、
開
放
感
に
よ
る

無
謀
な
運
転
や
早
め
の
休
憩
に
よ
る
集
中
力
の

低
下
の
防
止
等
を
訴
え
ま
し
た
。

■
中
山
峠　

8
月
19
日
、
道
の
駅
望
羊
中
山

に
お
い
て
、
札
幌
市
南
区
、
倶
知
安
町
と
合
同

で
道
の
駅
を
利
用
す
る
ラ
イ
ダ
ー
に
対
し
、
交

通
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

3
人
で
1
組
に

な
り
、
道
内
の
交

通
事
故
状
況
や
バ

イ
ク
の
日
の
説
明

を
し
、
交
通
事
故

防
止
を
訴
え
、
啓

発
品
を
配
布
し
ま

し
た
。

サ
イ
ク
ル
セ
ー
フ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
６
月
３
日　

地
下
鉄
白
石
駅
前
に
お
い
て
、

交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議
と
白
石
警
察
署

等
と
合
同
で
自
転
車
安
全
日
の
啓
発
を
行
い
ま

「W
elcom

e H
O
K
K
A
ID
O

」 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
作
戦
（
夏
の
交
通
安
全
運
動
前
日
行
事
）

7
月
14
日
、
苫
小
牧
西
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
、
7
月
15
日
か
ら
始
ま
る
夏
の

交
通
安
全
運
動
に
先
駆
け
て「W

elcom
e 

H
O
K
K
A
ID
O

」タ
ー
ゲ
ッ
ト
作
戦
を
実
施
し

ま
し
た
。

本
格
的
な
観
光
・
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
本

州
か
ら
の
観
光
客
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
と
夏

の
交
通
安
全
運
動
の
周
知
を
図
る
た
め
、
北
海

道
ハ
ー
レ
ー
警
ら
隊
や
交
通
安
全
母
の
会
等
が

参
加
し
約
１
０
０
名
の
参
加
者
で
、
フ
ェ
リ
ー

降
船
車
両
等
に
対
す
る
声
掛
け
を
し
、
啓
発
資

材
の
配
布
を
し
ま
し
た
。

バ
イ
ク
の
日

■
石
狩
市　

7
月
23
日
、
厚
田
区
あ
い
ロ
ー

ド
夕
陽
の
丘
駐
車
場
に
て
、
石
狩
市
等
と
合
同

で
展
望
台
に
駐
車
す
る
自
動
車
や
二
輪
車
に
対

し
、
居
眠
り
防
止
や
バ
イ
ク
の
日
の
安
全
等
の

啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

ハ
ッ
カ
お
し
ぼ
り
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

三
角
旗
等
を
配
布
し
、
北
海
道
の
夏
場
に
多
い
、

居
眠
り
運
転
や
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
を
訴

え
ま
し
た
。

バ
イ
ク
の
日
は
、

二
輪
車
の
交
通
事

故
を
防
ご
う
と
8

月（
バ
）19
日（
イ

ク
）の
語
呂
合
わ

せ
に
１
９
８
９
年

に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

し
た
。

自
転
車
利
用
者

に
許
可
を
も
ら
い
、

リ
フ
レ
ク
タ
ー
を

直
接
取
付
け
た
り
、

自
転
車
の
事
故
防

止
を
訴
え
た
チ
ラ

シ
等
の
啓
発
資
材

を
配
布
し
ま
し
た
。

毎
月
第
1
・
第
3
金
曜
日
は
自
転
車
安
全
日

と
な
っ
て
お
り
、
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向

上
や
事
故
防
止
を
訴
え
て
い
ま
す
。

■
６
月
17
日　

豊
平
区
の
国
道
36
号
線
の
交

差
点
に
お
い
て
、
交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会

議
と
豊
平
警
察
署

等
が
合
同
で
自
転

車
安
全
日
の
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

近
く
に
高
校
や

ス
ー
パ
ー
等
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
学

校
帰
り
の
高
校
生

や
買
い
物
客
の
自
転
車
利
用
者
に
対
し
自
転
車

の
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

■
７
月
１
日　

東
区
の「
ア
リ
オ
札
幌
」に
お

い
て
交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議
と
東
警
察

署
等
が
合
同
で
自

転
車
安
全
日
の
啓

発
を
行
い
ま
し
た
。

2
か
所
の
出
入

口
前
で
買
い
物
客

に
自
転
車
の
交
通

安
全
を
訴
え
ま
し

た
。

■
８
月
５
日　

Ｊ
Ｒ
琴
似
駅
前
で
、
交
通
安

全
対
策
七
者
連
絡
会
議
と
西
警
察
署
等
が
合
同

で
自
転
車
の

安
全
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。

夏
の
暴
力

追
放
運
動
街

頭
啓
発
と
合

同
で
Ｊ
Ｒ
利

用
者
に
暴
力

団
等
に
対
す

る
注
意
と
自

転
車
の
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

夏
の
交
通
安
全
運
動

7
月
22
日
、
道
の
駅「
望
羊
中
山
」に
お
い
て
、

正
面
衝
突
事
故
防
止
活
動
に
向
け
た
啓
発
活
動

を
行
な
い
ま
し
た
。

例
年
、
夏
休
み
を
目
前
と
し
た
こ
の
時
期
に

正
面
衝
突
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
交
通
安
全
意
識
高
揚
の
た
め
、
北
海

道
道
路
交
通
管
理
協
議
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。
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交
通
事
故
死

　
　
　
　

ゼ
ロ
日
数
表
彰
式

■
知
内
町　

7
月
19
日
、
知
内
町
役
場
に
お

い
て
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
３
０
０
０
日
達
成
の
表

彰
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
の

日
が
、
平
成
15

年
4
月
30
日
か

ら
始
ま
り
平
成

23
年
7
月
16
日

で
３
０
０
０
日

を
達
成
し
た
こ

と
を
祝
し
、
当

委
員
会
か
ら
表

彰
状
と
楯
を
贈
呈
し
、
北
海
道
知
事
か
ら
は
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

■
音
威
子
府
村　

7
月
20
日
、
音
威
子
府
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
平
成
15
年
4
月

27
日
か
ら
継
続
し
て
い
る
音
威
子
府
村
内
の
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
が
平
成
23
年
7
月
13
日
で

自転車も　歩行者優先　いいマナー

第14回「グッドライダーキャンペーン」
上川地区交通安全推進協議会

　今年も、バイクの日に合わせて８月19
日に、道の駅とうまで「グッドライダー
キャンペーン」を実施しました。
　このキャンペーンは、本格的な二輪車
の活動期に、ライダーに対し、二輪車販売
店スタッフによる無料点検と整備指導を
実施すると共に、道の駅を利用する乗用
車のドライバーへも安全運転等に関する
啓発を行うものです。交通安全意識の高
揚と日ごろの点検整備の必要性を認識し
てもらい、二輪車による交通事故の防止
を図ることを目的として平成10年から実
施しており、本年は14回目の実施となり
ました。
　整備点検を真剣に見つめていた道外の
ライダーは、「安全運転をあらためて意識
する良い機会になった。」と、話しており、
整備点検終了後、ライダーたちは、啓発資
材の三角旗をなびかせて、次の目的地へ
出発して行きました。
　今回は、北海道上川総合振興局、旭川地
区二輪車安全普及協会・販売店協議会、当
麻町女性ドライバークラブ、上川地区交
通安全推進協議会等が主催し、北海道警
察旭川方面旭川東警察署、㈱とうま振興
公社のご協力を得て実施しました。

【寄付金】
■寄付（4口） 敬称略

住　所 寄　付　者　名 金額（円）

6月 札 幌 市 植村　泰也 1,000 

7月
札 幌 市 植村　泰也 1,000 

石 狩 市 中村　照男 11,660 

8月 札 幌 市 植村　泰也 1,000 

■募金（4口） 敬称略
住　所 団　　体　　名 金額（円）

7月
栗 山 町 社団法人札幌地区 

トラック協会南空知支部 111,929  

札 幌 市 株式会社アペックス 9,980 

8月
紋 別 市 紋別市交通安全運動

推進協議会 30,035 

寿 都 町 ライダーズミーティング
in寿都実行委員会 100,000 

交通遺児に愛の手を! ご協力ありがとうございました。

【一般募金】
■箱募金（4口） 敬称略

団　　体　　名 金額（円）

7月

鹿追交通少年団 37,887 

雄武町役場 964 

株式会社光映デイライトゴルフプラザ 1,861 

8月 有限会社マル信商事（空知総合振興局売店） 2,008 

（（社）札幌地区トラック協会南空知支部）

３
０
０
０
日

を
達
成
し
た

こ
と
を
祝
し
、

当
委
員
会
か

ら
表
彰
状
及

び
楯
の
贈
呈

を
行
う
と
と

も
に
、
北
海

道
知
事
感
謝

状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。 

引
き
続
き「
北
海
道
警
察
音
楽
隊
＆
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
」の
演
奏
会
を
開
催
し
、
更
な
る
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
の
継
続
を
願
う
と
共
に
、
村
民

の
一
層
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

た
。■

積
丹
町　

8
月
2
日
、
積
丹
町
役
場
に
お

い
て
、
積
丹
町
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
４
０
０
０
日

達
成
の
表
彰

伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
交

通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
の
日
が
、

平
成
12
年
8

月
16
日
か
ら

始
ま
り
平
成

23
年
7
月
29

日
で
４
０
０
０
日
を
達
成
し
た
こ
と
を
祝
し
、

当
委
員
会
か
ら
表
彰
状
と
楯
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
、
北
海
道
知
事
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

最
後
に
松
井
秀
紀
積
丹
町
長
か
ら
更
な
る
交
通

安
全
を
誓
う
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
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一滴が　涙に変わる　その飲酒

町
民
と
と
も
に

　
　
　

交
通
安
全
運
動
を
推
進

大
空
町
は
、
北
海
道
網
走
地
方
中
部
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
阿
寒
・
知
床
連
山
に
は

さ
ま
れ
た
肥
沃
な
田
園
丘
陵
地
帯
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
東
西
約
27
㎞
、
南
北
約

30
㎞
、
総
面
積
は
約
３
４
４
㎢
で
、
南
に

は
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
、
屈
斜
路
湖
を
望

む
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
藻
琴
山
が
そ
び

え
、
北
は
美
し
い
水
辺
と
豊
富
な
水
産
資

源
に
恵
ま
れ
た
網
走
湖
に
面
し
て
い
ま
す
。

大
空
町
は
、
平
成
18
年
３
月
31
日
、
女

満
別
町
と
東
藻
琴
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
大
空
町
と
い
う
名
称
は
、
澄
み

切
っ
た
大
空
、
そ
し
て
そ
の
大
空
の
下
に

広
が
る
実
り
豊
か
な
大
地
の
も
と
で
、
住

民
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
晴
れ
晴
れ
し
た

気
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を（
意
味

す
る
。）め
ざ
す
も
の
と
し
て
命
名
さ
れ
ま

し
た
。　

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
空
の
玄
関
女
満
別
空

港
を
擁
し
、
網
走
湖
、
藻
琴
山
、
メ
ル

ヘ
ン
の
丘
、
東
藻
琴
芝
桜
公
園
な
ど
四

季
の
豊
か
な
自
然
が
感
じ
ら
れ
る
人
口
約

８
１
０
０
人
の
町
で
す
。

主
幹
産
業
は
農
業
で
、
麦
類
、
じ
ゃ
が

い
も
、
甜
菜（
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
の
原
料
）、

豆
類
、
野
菜
で
、
そ
の
他
に
は
日
本
最
東

端
の
米
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
啓
蒙
活
動

交
通
安
全
対
策
は
、
大
空
町
交
通
安
全

防
犯
推
進
委
員
会
を
中
心
に
関
係
機
関
・

団
体
等
の
協
力
を
得
て
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

期
別
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
、
小

学
校
等
の
通
学
路
を
中
心
に
交
通
安
全
指

導
車
に
よ
る
巡
回
広
報
、
15
日
に
は
交
通

指
導
員
が
出
動
し
て
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
期
間
中
全
道
統
一
の
取
り

組
み
と
し

て
、
国
道

や
道
々
空

港
線
で
パ

ト
ラ
イ
ト

作
戦
を
実

施
し
、
交

通
安
全
の

啓
発
活
動

を
行
っ
て

い
ま
す
。

４
月
に

は
、
子
供

た
ち
を
交

通
事
故
か

ら
守
る
た

め
、
大
空

町
交
通
安

全
防
犯
推

進
委
員
会

と
交
通
安

全
協
会
か
ら
、
新
入
学
児
童
・
新
入
園
児

に
、
野
球
帽
・
メ
ト
ロ
帽
子
・
こ
い
の
ぼ

り
・
交
通
安
全
ぬ
り
え
・
小
学
生
の
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
等
を
贈
呈
し
て
、
交
通
安
全
の

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
月
中
旬
に
は
、
各
小
学
校
で
交
通
指

導
員
に
よ
る
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
正

し
い
自
転
車
の
乗
り
方
等
の
交
通
安
全
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
客
の
交
通
事
故
防
止
の
啓
発

７
月
中
旬
に
は
、
観
光
客
の
増
加
に
伴

い
、
女
満
別
空
港
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
で
行

楽
地
へ
向
か
う
と
き
に
交
通
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
警
察
や
関
係

機
関
・
団
体
等
約
80
名
で
交
通
安
全
旗
の

波
作
戦
を
実
施
し
て
、
交
通
安
全
の
呼
び

か
け
を
し
て
い
ま
す
。

秋
の
輸
送
繁
忙
期
に
は
、
交
通
安
全
運

動
と
し
て
、
町
や
関
係
機
関
・
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
、
国
道
を
走
行
中
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
、
啓
発
資
材
を
配
布
し
て
、

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
と
と
も
に

　
　
　

交
通
安
全
運
動
を
推
進

大
空
町

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
）

①
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交
通
安
全
対
策
は
、地
域
・
職
場
か
ら

〝
め
ざ
せ
〞交
通
事
故
死
０ゼ

ロ

へ
の
挑
戦

反射材　つけて輝く　身の用心

室
蘭
市
は
、
北
海
道
の
南
西
部
に
位
置

し
、
明
治
五
年
の
開
港
以
来
、
製
鉄
、
製

鋼
、
造
船
な
ど
北
海
道
の
中
心
的
工
業
都

市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
、「
む
ろ
ら
ん
焼
き
鳥
、
カ
レ
ー

ラ
ー
メ
ン
」等
の
食
文
化
や「
製
鋼
、
製
鉄
、

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」の
工
場
群
夜
景
等
、

新
た
な
室
蘭
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
主
要
道
路
は
、
国
道
三
十
七
号

線
と
三
十
六
号
線
が
東
地
区
で
合
流
し
、

道
南
と
道
央
を
つ
な
ぐ
交
通
及
び
流
通
の

要
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
の
生
活
道
路
は
、
近
年

大
型
商
業
施
設
が
、
市
内
中
心
部
の
住
宅

地
と
隣
接
す
る
場
所
に
建
設
さ
れ
、
買
い

物
客
等
で
休
日
な
ど
は
交
通
量
が
多
く
交

通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
め
ざ
せ
〞交
通
事
故
死
０ゼロ
へ
の
挑
戦

同
市
の
交
通
安
全
対
策
は
、
室
蘭
市
交

通
安
全
推
進
委
員
会
を
中
心
に
室
蘭
警
察

署
並
び
に
交
通
安
全
協
会
等
、関
係
機
関
・

団
体
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
市
民
一

体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、「〝
め
ざ
せ
〞交

通
事
故
死
０（
ゼ
ロ
）へ
の
挑
戦
」と
し
て
、

運
動
の
中
心
で
あ
る
、
年
４
回
の
期
別
運

動
と
２
回
の
地
域
・
職
域
運
動
の
期
間
に

は
、
市
内
の
一
五
〇
に
及
ぶ
町
会
・
自
治

会
が
、「
旗
の
波
運
動
」へ
の
積
極
参
加
等
、

地
域
住
民
参
加
型
の
交
通
安
全
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

特
に
、
春
・
夏
・
冬
の
交
通
安
全
運
動

期
間
の
初
日
に
は
、
関
係
機
関
・
団
体
か

ら
毎
回
三
十
数

台
の
車
両
の
参

加
に
よ
り
、
市

内
一
円
で
車
両

パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
歩
行
者
、

通
行
車
両
に
対

し
、
交
通
事
故

防
止
の
啓
発
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

輪
禍
ゼ
ロ
を
訴
え
緊
急
会
議
を
開
催

室
蘭
市
は
、
平
成
二
十
二
年
度
は
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し「
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
市
町
村
」の
知
事
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
が
表
れ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
二
十
三
年
に
入
り
、
二

月
に
市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
の

横
断
歩
道
で
、
Ｒ
Ｖ
車
に
は
ね
ら
れ
て

七
十
歳
の
男
性
が
死
亡
、
七
月
に
は
、
運

動
会
へ
参
加
す
る
途
中
で
五
歳
の
幼
稚
園

児
が
道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
は
ね
ら

れ
死
亡
、
ま
た
、
同
じ
七
月
に
、
近
隣
の

登
別
市
で
正
面
衝
突
に
よ
り
六
十
六
歳
の

男
性
が
亡
く
な
る
な
ど
、
一
転
し
て
立
て

続
け
に
死
亡
交
通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
の
事
故
続
発
を
防
ぐ
た
め

に
、
室
蘭
警
察
署
を
始
め
、
管
内
関
係
機

関
・
団
体
等
か
ら
四
十
数
名
の
出
席
に
よ

り
、「
交
通
死
亡
事
故
抑
止
緊
急
会
議
」を

開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、
悲
惨
な
交
通
事
故
防
止
の
た
め
対
策

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

 

交
通
安
全
を
訴
え
市
民
八
千
人 

「
三
万
人 
人
と
旗
の
波
運
動
」
に
参
加

「
私
も
参
加
す
る
交
通
安
全
運
動
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
民
総
参
加
に

よ
る
平
成
二
十
三
年
度「
三
万
人
人
と
旗

の
波
運
動
」が
九
月
一
日
、自
動
車
パ
レ
ー

ド
を
皮
切
り
に
室
蘭
市
内
各
所
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

自
動
車
パ
レ
ー
ド
は
、
市
内
を
二
コ
ー

ス
に
分
け
四
十
数
台
の
車
輌
の
参
加
に
よ

り
、
歩
行
者
や
通
行
中
の
車
輌
に
交
通
安

全
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
道
か
ら
は
市
内
の
各
企
業
、

団
体
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
横
断
幕
な
ど
で
、

交
通
安
全
を
訴
え
る
と
共
に
各
自
治
会
・

町
内
会
な
ど
、
幼
稚
園
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
約
八
千
人
の
市
民
が
交
通
安
全
の
啓
発

旗
を
振
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
、「
交
通
安
全

市
民
の
集
い
」で
は
、
道
警
音
楽
隊
の
ド

リ
ル
演
奏
や「
交
通
安
全
宣
言
」な
ど
行
い
、

市
内
繁
華
街
を
道
警
の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
、

音
楽
隊
を
先

頭
に
市
民
約

三
百
五
十
人

に
よ
る
街
頭

歩
行
パ
レ
ー

ド
を
行
い
、

市
民
一
人
一

人
に
交
通
安

全
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
は
、地
域
・
職
場
か
ら

〝
め
ざ
せ
〞交
通
事
故
死
０ゼ

ロ

へ
の
挑
戦

室
蘭
市

（
胆
振
総
合
振
興
局
）

②
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目的地　「早く着く」より　「ぶじに着く」

ケ
ー
タ
イ
依
存

す
れ
違
う
車
や
交
差
点
で
横

断
待
ち
を
し
て
い
る
時
、
ケ
ー

タ
イ
を
操
作
し
て
い
る
ド
ラ
イ

バ
ー
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

ま
た
、
乗
り
物
に
乗
る
度
に
、

目
に
つ
く
の
は
座
席
に
着
く
や

否
や
、
携
帯
電
話
を
取
り
出
し
、

ケ
ー
タ
イ
の
画
面
を
見
つ
め
、
一

心
不
乱
に
ボ
タ
ン
を
操
作
し
て

い
ま
す
。
見
慣
れ
て
い
る
場
面
だ

が
、
あ
ら
た
め
て
見
直
す
と
不
思

議
な
光
景
で
す
。

以
前
、
ケ
ー
タ
イ
で
通
話
中
の

男
性
が
運
転
す
る
車
が
、
ケ
ー
タ

イ
を
操
作
し
て
い
る
女
生
徒
を

は
ね
そ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
ケ
ー

タ
イ
に
夢
中
で
相
手
に
気
付
か

な
か
っ
た
の
が
原
因
だ
が
、「
危

険
な
交
差
点
ま
で
ケ
ー
タ
イ
？
」

と
や
は
り
不
思
議
で
す
。

昔
、
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た

頃
、
あ
る
集
会
で
気
に
な
る
話
を

聞
き
ま
し
た
。
発
言
者
の
高
校
で

は
、
授
業
中
に
生
徒
が
ケ
ー
タ
イ

を
使
用
す
る
と
、
没
収
す
る
決
ま

り
に
な
っ
て
い
る
が
ど
の
生
徒

の
親
か
ら
も
必
ず
抗
議
の
電
話

が
入
る
と
い
い
ま
す
。

「
う
ち
の
子
は
ケ
ー
タ
イ
を

持
っ
て
い
な
い
と
情
緒
不
安
定

に
な
る
の
で
、
取
り
上
げ
な
い
で

下
さ
い
」と
。
常
に
携
帯
が
側
に

な
い
と
不
安
で
た
ま
ら
な
い
そ

う
で
す
。

確
か
に
ケ
ー
タ
イ
は
便
利
で

す
が
、
所
詮
は
道
具
で
す
。
そ
の

道
具
に
ま
で
依
存
し
て
し
ま
う

人
が
増
え
て
き
た
と
は
。
恐
ろ
し

い
感
じ
さ
え
し
ま
す
。

こ
の
ケ
ー
タ
イ
依
存
の
若
者

達
が
、
運
転
中
に
く
れ
ぐ
れ
も

ケ
ー
タ
イ
を
取
り
出
し
操
作
し

な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
運
転
で

 

気
付
い
た
こ
と

私
は
昨
年
マ
イ
カ
ー
を
エ
コ

カ
ー
に
換
え
、
暇
あ
る
毎
に
ド
ラ

イ
ブ
に
出
か
け
、
途
中
、
土
地
の

特
産
品
や
地
酒
な
ど
を
求
め
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ド
ラ
イ
ブ
で
気
付
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
１
つ
は
、
規
制
速
度
を
無

視
し
猛
速
で
走
る
車
や
、
は
み
出

し（
追
い
越
し
）禁
止
区
間
で
も

平
然
と
追
い
越
し
を
繰
り
返
す

無
謀
運
転
の
車
が
激
減
し
た
こ

と
。そ

の
２
つ
は
、
道
路
環
境
が
一

昔
前
と
は
違
い
、
道
路
の
拡
幅
や

中
央
分
離
帯
の
延
長
・
新
設
な
ど

と
と
も
に
、
適
正
な
規
制
な
ど
で

大
変
走
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
死
亡
事
故
の

減
少
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
３
つ
は
、
以
前
な
ら
安

心
し
き
っ
て
助
手
席
で
う
と

う
と
し
て
い
た
家
内
が
、
最
近

は
、
し
っ
か
り
目
を
開
き「
信
号

赤
」「
左
く
る
ま
」な
ど
声
を
出
し

助
手
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
家
内
曰
く「
お
父
さ
ん
の
運

転
、
昔
と
違
い
心
配
で
居
眠
り
な

ん
か
し
て
い
ら
れ
な
い
。」永
年
、

無
事
故
・
無
違
反
の
私
は
、
即

「
無
免
許
の
お
前
に
は
言
わ
れ
た

く
な
い
ね
。」
と
言
い
返
し
ま
し

た
が
、
胸
中
、
日
頃
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
に「
年
齢
と
と
も
に
体
力

の
低
下
や
運
動
神
経
・
反
射
神
経

が
衰
え
る
の
で
、
自
覚
し
た
運
転

を
」と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
、
自

分
も
例
外
で
は
な
い
こ
と
に
気

が
付
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
夫
婦
二
人
三
脚
で
安

全
運
転
に
努
め
、
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

交通安全推進員の声

石狩地区

宮崎  富士雄
空知地区

遠 田 利 夫

実施期間 ： 11月16日㈬～11月25日㈮

○高齢者の交通事故防止
○ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車
乗車中の交通事故防止

○ 凍結路面等のスリップ事故の防止
○交差点の交通事故防止
○飲酒運転の根絶

冬の交通安全運動
セーフティコール ： 11月16日㈬
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ストップ・ザ・交通事故死　～めざせ　安全で安心な北海道～

6000日

▲

 西興部村
4000日

▲

 積丹町
3000日

▲

 音威子府村・知内町
2000日

▲

 古平町
1500日

▲

 仁木町
1000日

▲

 上ノ国町
  700日

▲

  苫前町・更別村 
利尻町・洞爺湖町

  500日

▲

  登別市・三笠市 
大空町・壮瞥町

  300日

▲

 赤平市

7月

1500日

▲

 新篠津村
1000日

▲

  ニセコ町・倶知安町 
泊村

  700日

▲

  奈井江町
  500日

▲

  津別町
  300日

▲

  恵庭市・網走市 
紋別市

8月

2000日

▲

 新十津川町 
1500日

▲

  本別町・松前町 
興部町・黒松内町

  700日

▲

  栗山町・鷹栖町 
せたな町 

  500日

▲

  清里町・共和町 
佐呂間町・滝川市 
鶴居村 

  300日
▲

  夕張市・稚内市
  200日

▲
  釧路市

9月

平成23年10月１日号　公益社団法人北海道交通安全推進委員会　札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666～7　FAX（011）221-7873
　 URL: http://www.slowly.or.jp      e-mail: safety@slowly.or.jp      safety-gakusei@slowly.or.jp

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
交通事故死
ゼ ロ 日 数
顕 彰
◆ ◆ ◆ ◆ ◆

　夏の交通安全運動初日の15日に、市内文京
町内会さわやかクラブの会員40名が道道江別
恵庭線沿いでセーフティーコールを実施しま
した。
　昨年の同町内会員の交通事故死亡現場で二
度と交通事故を起こさないよう行きかう車両
ドライバーに交通安全を呼びかけました。

石狩地区 .................................... 恵庭市

　地域運動、夏の行楽期の交通安全運動期間
中（８月１日～１０日）様似町公民館ロビー
において、様似町、日高振興局主催の高齢者
の交通安全をテーマとした「交通安全移動パ
ネル展」を開催しました。
　このパネル展で公民館を訪れる町民にみん
なの声かけでお年寄りの交通事故をなくそう
と呼びかけました。

日高地区 .................................... 様似町

　夏の交通安全運動期間中の７月20日、国道
232号線を通行するドライバーに対し、小平
町商工会女性部による、手作りマスコットの
配布作戦を行いました。
　総勢11名の女性部員は、200個のマスコッ
トを一個ずつ手渡しながら「気をつけて運転し
て下さい」などと声をかけ交通安全を呼びかけ
ました。

留萌地区 .................................... 小平町

　夏の行楽シーズンを前に、根室市・根室警
察署・根室振興局・根室地区交通安全推進協
議会が合同で、道の駅（スワン 44）の駐車場
において、車やオートバイで来場された方を
対象に、チラシ・パンフレット・三角旗など
を配布して、スピードダウンとシートベルト
着用を呼びかける啓発活動を実施しました。

根室地区 .................................... 根室市


